















































































































































































































































































































































































































































































ａ1，ａ2，ｂ1，ｂ2；目的合理性   Ａ1，Ａ2，Ｂ1，Ｂ2；価値合理性
Ａ1 Ｂ1 Ａ2 Ｂ2






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































よる「カテゴリー」の英訳  （Werber 1981）でconsensus という訳語が主として採用されて
いる。この訳語も同様に誤解を招きやすく、概念内容のヴェーバーにそくした理解を難しくし






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 １ 純感動的に、すなわち、感情的献身によって、 
 ２ 価値合理的に、すなわち、（倫理的、美的、またはいかなる他のものであれ）究極の義務
的な価値の表現としての、秩序の絶対的妥当に対する信仰によって、 
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